「働く」ことを支援する
ひまわりパークつぼみ　藤原恵美

働く目的をきかれたとき、あなたは何と答えるだろうか。お金のため、充実感を得るため、社会との関わり、人としての成長のため、人それぞれ様々な答えがあろう。私は働く目的が働く意味を生み、与えられた仕事・目標を成し遂げる機動力になると考える。
次に利用者一人ひとりの働く目的を考えてみる。Ａさんは工賃支給日を繰り返し口にするのでお金のため、Ｂさんは家族が外に出て人と接することを希望しているので社会との関わりのため、任された仕事を必ずやり遂げるＣさんは充実感のためか。ふと、これらの目的に利用者本人の声、おもいがないことに気付く。私の思い込み、決めつけである。
[bookmark: _GoBack]先に働く目的は働くことに意味と力を与えると述べた。これは利用者も然りである。よって、本人から発していない目的では働く意味は生まれず、目標達成の力は湧かない。働くことを支援する者は、支援される者の働く目的をその人の直接の声から共有し、見当たらないというならば、潜在するおもいの中から共に捜さねばならないと考える。働くことを支援する私の仕事はここから始まるのである。そして、それが出来ていなかったことに気付かされた。
まず第一歩、「あなたの働く目的は何ですか。」利用者の声・おもいを聴こうと心に決めた。
